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○ 積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○ 鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

令和元年 「夏の交通安全運動」
２０１９年７月１１日（木）～７月２０日（土）

● 追突事故防止
スピードダウン、車間距離の保持、危険を予測した運転を励行し追突事故を防止

● 交差点事故防止
横断歩道手前の最徐行又は一時停止、左右等の確実な安全確認で交差点事故防止

● 飲酒運転の根絶
飲酒運転の危険性とその代償を再認識するとともに、点呼等におけるアルコール検知器を活用

○ 子供と高齢者の交通事故防止
子供と高齢者の傍を通過する際は、十分に速度を落とすなど、思いやりのある運転を励行

○ 歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
①夕暮れ時と夜間における、歩行中及び自転車乗用中の交通事故を防止するため、

前照灯の早めの点灯及び、暗い道等での走行用前照灯（上向き）と、
すれ違い用前照灯（下向き）の細めな切替えを励行する。

②昼間よりも控えめのスピードで走行し、
交差点通過時における車両周辺の歩行者等の安全確認を確実に行う

○ 運転中の携帯・スマートフォンの使用禁止
①転中の携帯電話による通話やスマートフォンの操作を絶対に行わない
②運転に集中するため、運転室内の伝票、ペットボトルなど物が落ちないよう整理整頓する

○ 高速道路における事故の防止
高速道路における事故は、高速道路に入り１時間以内に多く発生しているため、
高速道路に入った後は、可能な限り早い段階で休憩をとり、重大事故を防止する。

○ トレーラ事故の防止
横転や荷崩れ等のトレーラ事故を防止するため、鋼材の固縛方法の再確認を徹底。

○ 過労運転等の防止
乗務中は、適度な緊張感を保持し、自己管理を行う
眠気や疲れを感じたら、車両を適切な場所に止め休憩する
渋滞等で遅延が生じても、あせらずにまず管理者へ連絡する

早朝６時 横断歩道のない場所
軽トラックにはねられ 国道を横断中の76歳男性が死亡

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の車の存在 事故防止◇
◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

２０１９／７／４（木） １２：００
４日午前６時ごろ、愛媛県の国道で道路を横断していた近くに住む無職の男性（７６）が、軽トラックにはねら死

亡しました。現場は片側一車線で近くに横断歩道はありませんでした。警察は、軽トラックを運転していた男性
（２５）から事情を聞くなどして、事故の原因を詳しく調べています。

同じ道路で、２日連続横転
陸自トラックが事故、けが人も

◇「慣れた道」ほど、細心の注意を払って走行しましょう◇
７／２（火） １４：５４

陸上自衛隊の中型トラックが県道のカーブで、６月２９、３０日と２日連続で公務中に横転する事故があり、一時
通行止めになるなどした。男性（３０代）運転の中型トラックが横転。同乗の男性士長（１０代）が頭に軽いけがを
した。警務隊長は「地域の皆様にご迷惑とご心配をおかけして大変申し訳ありません」とコメントし、再発防止
に取り組むとしている。

急ブレーキ 市営バスの乗客４人転倒 車との衝突回避で
前方で車線変更中の乗用車との衝突を避けるためにブレーキをかけた

◇前方で何が起こるかわかりません･･･スピードダウンと車間距離◇
２０１９／７／２（火） １９：１０

２日午後０時２０分ごろ、神奈川県の県道で、市営バスが急ブレーキを掛け、乗客の男性２人と女性２人の計
４人が転倒し、頭や肩などを打って軽傷を負った。現場は片側２車線の直線で、緩やかな下り坂。バスは、前方
で車線変更中の乗用車との衝突を避けるためにブレーキをかけたという。

高齢者運転の車、小学校に突っ込む
２０１９／６／１２（水） ４：５１

１１日午後７時ごろ、７０代の男性が運転する車が愛知県の小学校の敷地内に突っ込みました。巻き込まれた人
はおらず、男性は軽いけがをして病院に運ばれました。警察は、男性がブレーキとアクセルを踏み間違えた可能
性も含め、詳しい原因を調べています。


